






Ⅰ.先天性胆道閉塞症の病因に関連する胆管系の形態学的研究

以前から我々は本症の胆管系の形態学的研究を継続し,肝内末梢胆管から肝門

部に近い区域胆管までの連続性を明らかにしてきた。また治療上ではⅢ型(肝

門部閉塞症例)においてさえもその肝門部にみいだされる微小胆管の重要性を

指摘してきた。今回さらにこの微小胆管の形態を明らかにすべく,手術時摘除

された索状肝外胆管の立体的再構築をこころみた。本症Ⅲ型 5例について線維

塊状化した肝門部胆管を 10μ毎の連続切片 500～600 枚により,又それ以下十

二指腸までの胆管は粗大連続切片によりそれぞれ再構築を行った。それによる

と術後の胆汁排泄が良好な症例には 2つのパターンがみられた。


